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目的 サンスクリーンの使用がメラノーマの発生に与える影響を明らか

にする

データソース 1996～2003 年に Medline に収載された論文

研究の選択 メラノーマ発症前のサンスクリーン使用を報告した分析的研究

データ抽出 ２人の著者が独立してデータを抽出

主な結果

標準的なメタアナリシスの手法により、文献ごとのメラノーマ発症

の OR を集積。その結果、18 の臨床研究におけるメラノーマの発症

率はサンスクリーンの恒常的な使用により影響を受けていなかっ

た。サンスクリーンの使用頻度や使用年数もメラノーマの発症率に

影響を与えていなかった。

結論

恒常的なサンスクリーンの使用はメラノーマの発症率に影響を与

えない。新しい組成のサンスクリーンの使用による効果の評価には

今後さらに数十年が必要である。

ﾚﾋﾞｭｰ研究の 6 項

目

備考

文献整理番号：メラノーマ Q１ 文献番号 3

レビューワー氏名 高田 実

レビューワーコメント
レビューワーコメント

エビデンスのレベル分類（Ⅰ）

サンスクリーン使用の影響はスキンタイプにより大きく異なるの

で本研究の解釈には注意が必要。本研究でもスキンタイプⅠ、Ⅱの

人々に関しての結果はほぼ一定であるが、日本人のようなスキンタ

イプⅢ、Ⅳの人々に関しての結果はばらつきがある。また、サンス

クリーンについては、UVA に対する防御効果や落ちにくさなどそ

の予防効果に影響を与える多くの要因があり、今後の検討が必要。


